



阪 田 順 子
Influence on Piano Learning by Musicstand
































































１．18 世紀から 21 世紀の俯瞰
１）18 世紀初頭
　ピアノの 300 年の歴史を振り返り、譜面台をみていこう。歴史上最初のピアノ（1700 年頃）は













































































































　また、国産ピアノ第１号（アップライトピアノ）は 1900（明治 33）年 1 月で山葉寅楠（現在










































































a．響板：蝦夷松    b．響棒：蝦夷松
c．棚板：蝦夷松、松、樗（ブナ）  d．側板：ポプラ、楓、椣（シデ）
e．支柱：松　　　　　　　　　　　　  f ．脚：樗
g．駒：樗、楓、椣、黒檀（マホガニー） h．鍵盤：蝦夷松、ポプラ




















































　スマホ等で簡単に上質の感度で録れる最近の状況はありがたい。その場合、図 21 の A,B,C のう








































　図 26：一般的に、弦に対し 30 ～ 45 度の角度にマイクを向け、低音弦のクロスする部分と高音
のハンマー部の中間あたりが適当だという。






































































































⑴   「素敵」「綺麗」「美しい」
⑵   「外国のお城のピアノみたい」「映画の中のよう」
⑶   「初めて見た」












































注 6：デュフレンヌ、桟　優訳：眼と耳 , 目と耳、見えるものと聞こえるものの現象学、みすず書房、東京、
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